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る
情
報
提
供
を
行
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド（
上
）を

読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

友
だ
ち
追
加
画
面
に
推
移

し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友
だ

ち
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
阪
建
設
労
働
組
合
で

は「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
ラ
イ
ン
）」

の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取

得
し
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
機
能
を
通
じ
て
み
な
さ

ん
に
行
事
の
ご
案
内
な
ど

組
合
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

大建労
ＱＲコード

　

税
金
・
労
災
な
ど
未
加
入
者
へ
Ｐ
Ｒ
を

　

春
の
拡
大
月
間
に
引
き
続
き
、九
月
一
日
か
ら
は
秋
の
拡

大
月
間
が
ス
タ
ー
ト
。身
近
な
新
入
職
者
や
税
金
申
告
・
労
災

保
険
加
入
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
組
合
未
加
入
者
を
、ぜ
ひ
支

部
ま
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

育
休
実
態
に

迫
っ
て
み
た
。東

京
新
聞
の
社
説

等
を
読
む
と
、男

性
に
よ
る
育
児

休
業
の
取
得
率
が
２
０
２
３

年
度
30
・
１
％
と
な
り
、初
め

て
３
割
を
超
え
た
。前
年
度

の
17
・
13
％
か
ら
大
幅
に
上

昇
し
た
が
、女
性
の
８
割
超

に
は
遠
く
及
ば
な
い（
参
考
：

大
阪
府
行
政
職
で
男
性
の
取

得
率
は
23
年
度
53
・
２
％
）。

男
性
の
育
休
取
得
率
は
10
年

前
の
２
％
程
度
か
ら
大
き
く

上
昇
。期
間
も
23
年
度
は「
２

週
間
～
３
ヵ
月
未
満
」が
増

え「
２
週
間
未
満
」が
減
っ
た

と
い
う
。子
育
て
に
主
体
的

に
関
わ
る
男
性
が
増
え
た
証

し
か
…
▼
し
か
し
、育
休
取

得
や
時
短
勤
務
な
ど
に
よ
り

上
司
な
ど
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
受
け
た
人
が
依
然
と
し

て
い
る
。若
者
は
子
育
て
に

対
す
る
企
業
の
姿
勢
に
注

目
。子
育
て
支
援
に
熱
心
で

な
い
企
業
は
、人
材
確
保
な

ど
に
も
影
響
が
出
か
ね
な

い
と
い
う
。学
生
向
け
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、育
休
取
得
実

績
の
な
い
企
業
に
は
就
職
し

た
く
な
い
と
答
え
た
男
女
は

約
６
割
に
達
す
る
。育
休
取

得
は
企
業
評
価
の
注
目
指
標

だ
▼
育
休
を
取
っ
た
あ
る
男

性
に
聞
い
て
み
る
と
、育
休

取
得
で
の
メ
リ
ッ
ト
の
一
番

は「
夕
暮
れ
時
の
子
ど
も
の

一
番
大
変
な
時
が
実
感
で
き

た
こ
と
」と
答
え
る
。今
ま
で

必
死
に
仕
事
を
こ
な
し
て
７

時
過
ぎ
に
帰
っ
て
き
て
子
ど

も
と
関
わ
っ
て
き
た
が
、そ

れ
で
は
一
番
大
変
な
ピ
ー
ク

を
越
え
て
い
る
、と
育
休
で

分
か
っ
た
。今
後
の
働
き
方

の
参
考
に
す
る
と
語
っ
た
。

全
支
部
目
標
達
成
を

目
指
し
て

ガンバロウ！ガンバロウ！ガンバロウ！

が
眺
め
た
り
、楽
し
そ
う
に

触
れ
合
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
は
、漁
港
で
採
れ

た
新
鮮
な
魚
介
類
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
皆
さ

ん
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
。

　

最
後
は
、地
引
網
体
験
で

汗
水
流
し
て
引
き
上
げ
た
、

魚
を
ビ
ン
ゴ
大
会
の
景
品
と

し
て
各
自
持
ち
帰
っ
て
い
た

だ
い
た
。

　

家
族
み
ん
な
で
参
加
出
来

た
夏
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
。ひ
と
夏
の
思
い
出
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

来
年
も
ま
た
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
青
年
部
一

同
心
か
ら
期
待
し
て
い
る
。

地
引
網
体
験
を
開
始
。当
日

は
天
気
も
良
く
、暑
い
一
日

だ
っ
た
が
、高
架
下
を
利
用

し
た
施
設
で
涼
し
い
環
境
を

提
供
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

家
族
揃
っ
て
、引
き
上
げ

た
様
々
な
魚
を
子
ど
も
た
ち

【
青
年
部
部
長
　
植
田
正
治
】

　

七
月
二
十
八
日（
日
）十
一

時
三
十
分
よ
り
十
一
支
部

五
十
八
名
の
参
加
で
青
年
部

夏
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

岡
田
浦
漁
港
に
て
開
催
。

　

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

汗
び
っ
し
ょ
り
。お
参
り

を
し
て
ふ
と
頭
に
よ
ぎ
っ

た
。ガ
ザ
の
パ
レ
ス
チ
ナ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
。特

に
子
ど
も
の
多
く
が
大
変

な
思
い
を
し
て
い
る
。私

は
、病
気
に
よ
っ
て
三
才

で
亡
く
な
っ
た
弟
に
思
い

を
重
ね
て
、平
和
な
日
本

が
続
き
ま
す
様
に
と
心
で

祈
り
な
が
ら
線
香
の
煙
と

匂
い
を
嗅
い
だ
。

【
住
吉
支
部
　
中
野
照
司
】

　

八
月
五
日（
月
）家
内
と

堺
の
墓
地
へ
お
参
り
に

行
っ
た
。今
年
は
例
年
に

な
く
、照
り
返
す
暑
さ
で

余
命
一
年
の
命
と
宣
告
さ
れ

た
中
で
の
、不
安
と
恐
怖
の

葛
藤
。最
後
に
食
べ
た
か
っ

た
食
べ
物
で
あ
る「
お
茶
漬

け
」願
い
が
叶
っ
た
少
女
が

発
し
た
最
後
の
言
葉「
お
父

ち
ゃ
ん
、お
か
あ
ち
ゃ
ん
、み

ん
な
あ
り
が
と
ね
。」

　

原
爆
が
い
か
に
恐
ろ
し
い

も
の
か
伝
え
て
く
れ
た
。

　

講
演
終
了
後
は
、広
島
建

労
西
濱
青
年
部
長
よ
り
平
和

と
核
兵
器
廃
絶
の
願
い
が
訴

え
ら
れ
た
。

す
の
で
、積
極
的
な
声
掛
け

を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、支

部
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
お

い
て
も
、参
加
さ
れ
る
組
合

員
の
方
々
に
組
合
の
魅
力
を

伝
え
、未
加
入
者
の
紹
介
を

依
頼
し
、加
入
に
繋
げ
て
下

さ
い
。全
支
部
目
標
達
成
出

来
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。」と
の
あ
い
さ
つ

が
。

　

各
支
部
か
ら
の
決
意
表
明

で
は
、準
備
月
間
で
の
報
告

と
し
て
、コ
ー
ナ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ

へ
チ
ラ
シ
・
安
心
ガ
イ
ド
の

補
充
等
を
行
う
支
部
が
多

く
、拡
大
月
間
に
入
れ
ば
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
支

部
が
増
え
、中
に
は
事
業
所

訪
問
を
実
施
予
定
の
支
部

も
。

　

最
後
に
全
支
部
の
拡
大
目

標
達
成
に
向
け
て
ガ
ン
バ
ロ

ウ
三
唱
で
士
気
を
高
め
た
。

す
。暑
さ
対
策
と
し
て
、適

度
な
水
分
補
給
、宣
伝
カ
ー

も
活
用
し
て
、無
理
の
な
い

程
度
に
行
動
し
て
下
さ
い
。」

続
い
て
、谷
内
委
員
長
よ
り

「
コ
ー
ナ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
で
の
宣

伝
行
動
は
効
果
的
で
す
。大

勢
の
職
人
さ
ん
が
来
ら
れ
ま

　

九
月
二
日（
月
）大
建
労
本

部
で
拡
大
出
陣
式
を
二
十
四

支
部
四
十
人
で
開
催
。

　

冒
頭
で
の
栃
山
組
織
部
長

か
ら「
準
備
月
間
を
終
え
て

拡
大
月
間
に
入
り
ま
し
た
。

本
部
組
織
部
と
し
て
は
、対

面
行
動
を
推
奨
し
て
い
ま

　

原
爆
投
下
か
ら
七
十
九
年

目
、広
島
・
長
崎
に
慰
霊
祭
が

建
立
さ
れ
三
十
六
年
目
の
夏

を
迎
え
た
。

　

戦
争
・
原
爆
に
よ
り
亡
く

な
ら
れ
た
、建
設
職
人
へ
の

慰
霊
と
平
和
へ
の
決
意
を

新
た
に
す
る
た
め
八
月
五

日
、全
建
総
連
と
広
島
建
労

は「
原
爆
犠
牲
建
設
労
働
者
・

職
人
の
碑
前
」で
、「
原
爆
犠

牲
建
設
労
働
者
・
職
人
の
碑

慰
霊
祭
」を
行
い
、三
十
三
県

連
・
組
合
か
ら
百
六
十
五
人

が
参
列
。大
建

労
か
ら
は
、谷

内
委
員
長
、植

田
青
年
部
部

長
、主
婦
の
会

か
ら
は
宇
都
宮

京
子
さ
ん
が
参

加
。

　

原
爆
犠
牲

者
の
御
霊
を

慰
め
る
た
め
、

三
十
八
県
連
組

合
か
ら
献
水
、

折
鶴
は
三
十
九

県
連
・
組
合
か

ら
十
五
万
九
千
九
百
八
十
五

羽
が
献
納
さ
れ
、主
婦
の
会

代
表
と
し
て
大
建
労
の
宇
都

宮
京
子
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て

捧
げ
ら
れ
た
。平
和
へ
の
思

い
が
引
き
継
が
れ
た
瞬
間

だ
。

　

慰
霊
祭
終
了
後
は
、「
第

三
十
六
回
原
水
爆
禁
止
建
設

労
働
者
・
職
人
の
つ
ど
い
」に

て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ａ

Ｋ
Ｏ　

Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｃ
Ｙ
副
代

表
の
佐
々
木
佑
滋
氏
よ
り

「
原
爆
の
子
の
像　

佐
々
木

偵
子　

が
遺
し
た
も
の
」講

演
。佑
滋
氏
は「
原
爆
の
子
の

像
」の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
少

女
で
あ
る
、「
佐
々
木
偵
子
」

の
甥
に
あ
た
る
被
爆
二
世

だ
。

　

被
爆
後
元
気
に
成
長
し
て

い
た
中
で
の
白
血
病
診
断
。

平
和
と
核
兵
器
廃
絶
の

　
　
　
　
　

願
い
を
込
め
て

原
爆
犠
牲
建
設
労
働
者
・
職
人
の
碑
・
慰
霊
祭

平
和
な
日
本
が

続
く
よ
う
に

ひ
と
夏
の
思
い
出

青
年
部
夏
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

平和への思いをつなぐ

とったぞ～

せ
～
の
～

何が当たったかな～ みてみて～
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「
お
絵
か
き
コ
ン
テ
ス
ト
」に

　
　
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

【
青
年
部
発
】

　

毎
年
恒
例
の
ち
び
っ
子
お

絵
か
き
コ
ン
テ
ス
ト
。今
年

の
テ
ー
マ
は「
た
か
ら
も
の
」。

　

青
年
部
会
で
選
考
し
、各

賞
ご
と
に
賞
品
を
贈
呈
し
ま

す
。お
子
さ
ん
、お
孫
さ
ん
が

い
る
組
合
員
さ
ん
は
奮
っ
て

ご
応
募
下
さ
い
。

●
テ
ー
マ

　

た
か
ら
も
の

●�

参
加
対
象　

組
合

員
の
お
子
さ
ん
、お

孫
さ
ん（
小
学
生
以

下
）

●�

用
紙　

ハ
ガ
キ
～
Ａ

４
サ
イ
ズ
く
ら
い

ま
で

●�

表
彰　

最
優
秀
賞

一
点
、優
秀
賞
五
点
、

青
年
部
長
賞
一
点
。

●
賞
品（
ク
オ
カ
ー
ド
）

ご協力いただける方は下のQRから

支部もしくはFAXでも可
06-6643-3000まで

そ
の
他
の
目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、あ
り
の

ま
ま
の
実
情
と
率
直
な
意
見
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

最
優
秀
賞（
五
千
円
）、優

秀
賞（
三
千
円
）、青
年
部

長
賞（
四
千
円
）、参
加
賞

（
五
百
円
）を
贈
呈
。

●�

応
募
開
始　

七
月
十
六
日

（
火
）

●�

応
募
締
切　

十
月
十
八
日

（
金
）本
部
必
着

※�

作
品
の
裏
側
に「
学
年
」、

「
年
齢
」、「
支
部
」、「
組

 

月
４
百
円
の
助
け
合
い

   

組
合
共
済
で
各
種
給
付
金
が
組合費滞納
にご注意を

　

共
済
制
度
は
組
合
員
同
士

の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
給
付
制
度
。掛
金
は
月

４
百
円
で
組
合
費
に
含
む
。

■
給
付
内
容

・
結
婚
祝（
本
人
）、出
産
祝

（
本
人
・
配
偶
者
）、成
人
祝

（
本
人
）
…
１
万
５
千
円

・
就
学
祝（
子
ど
も
の
小
学
校

入
学
時
）
…
１
万
５
千
円

・
傷
病
見
舞
給
付

・
火
災
見
舞
…
３
万
円

・
風
水
害
見
舞
…
５
千
円
ま

た
は
３
万
円

・
組
合
行
事
で
の
組
合
事
故

見
舞
い
給
付

・
死
亡
給
付（
本
人
）
…
３
万

～
30
万
円

・
配
偶
者
、家
族
死
亡
給
付

・
老
齢
脱
退
、脱
退
給
付
な
ど

※
給
付
に
は
、事
由
発
生
１

年
以
内
の
申
請
が
必
要（
脱

退
・
老
齢
脱
退
給
付
除
く
）で

あ
り
、組
合
費
の
完
納
な
ど

条
件
が
あ
り
ま
す
。組
合
費

滞
納
に
ご
注
意
を
。

全
労
済
・
労
金
や

お
店
と
も
提
携

■
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ（
全
労
済
）の
共
済
制
度　

火
災
共
済
、交
通
共
済
、マ
イ

カ
ー
共
済
な
ど
。

■
ろ
う
き
ん
提
携
ロ
ー
ン

　

住
宅
ロ
ー
ン
や
カ
ー
ラ
イ

フ
ロ
ー
ン
、教
育
ロ
ー
ン
や

不
意
の
出
費
に
対
応
す
る

「
マ
イ
プ
ラ
ン
」ほ
か
、施
主

向
け
の
住
宅
ロ
ー
ン
も
。

皆
に
教
え
よ
う

組
合
メ
リ
ッ
ト

合
員
と
お
子
さ
ん
、お
孫

さ
ん
の
氏
名
」を
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

一
人
一
作
品
に
限
ら
れ
ま

す
。

※�

応
募
作
品
の
返
却
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

●�

宛
先 

〒
五
五
六
ー
〇
〇

一
五　

大
阪
市
浪
速
区

敷
津
西
二
ー
七
ー
十
七

大
阪
建
設
労
働
組
合
青
年
部

【
税
金
対
策
部
発
】

　

国
の
物
価
高
騰
対
策
と
し

て
、令
和
六
年
分
所
得
税
と

令
和
六
年
度
分
個
人
住
民
税

に
お
い
て
定
額
減
税
が
実
施

さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
減

税
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ

る
方
に
対
し
て
、そ
の
差
額

を
調
整
の
う
え
、給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、市
町
村
か

場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。そ
の

場
合
は
、ご
理
解
ご
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

申
込
期
間　

 

九
月
十
日（
火
）
～

 

十
一
月
一
日（
金
）

※
職
種
は
問
い
ま
せ
ん
。

ら
案
内（
書
類
等
）が
発
送
さ

れ
て
い
ま
す
。

※
各
市
町
村
に
よ
っ
て
申
請

手
続
き
方
法
・
期
限
が
違
い

ま
す
。市
町
村
か
ら
送
ら
れ

た
案
内
で
確
認
が
必
要
で

す
。（
申
請
期
限
を
過
ぎ
る

と
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
の
で

注
意
）

※
詳
し
く
は
、お
住
い
の
市

町
村
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

  

定
額
減
税
の

　
調
整
給
付
金
に
つ
い
て

事
で
の
お
叱
り
も
頂
戴
し
た

の
だ
が
、騒
音
や
搬
入
車
輌

な
ど
の
ご
迷
惑
も
、寛
大
に

対
応
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
も

あ
っ
た
り
、か
つ
て
は
必
要

の
な
い
時
間
と
思
え
た
も
の

が
、後
に
思
わ
ぬ
評
価
に
つ

な
が
っ
た
り
。

　

な
に
よ
り
こ
の
頂
き
物
の

開
花
、久
し
ぶ
り
に
年
頃
の

娘
と
会
話
が
弾
み
ま
し
た
。

西
へ
東
へ
の
流
浪
の
現
場
仕

事
、一
期
一
会
に
ま
た
ひ
と

つ
感
謝
で
す
。

【
住
技
対
策
部
発
】

　

約
六
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

る
今
回
は
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ

た
奈
良
今
井
町
に
行
き
ま

す
。江
戸
時
代
、ま
た
伝
統
的

な
様
式
を
持
つ
町
屋
が
現
在

も
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。そ

様
の
、沢
山
の
睡
蓮
の
涼
や

か
な
庭
に
惹
か
れ
、お
話
を

伺
っ
て
い
た
際
に
株
を
分
け

て
く
だ
さ
っ
た
も
の
だ
。

　

若
い
頃
は
、現
場
の
近
隣

様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、会
釈
程
度
だ
っ
た

が
、私
も
少
し
は
人
間
が
出

来
て
き
た
の
か
、そ
れ
と
も

遮
二
無
二
に
請
け
負
い
を
こ

な
す
、ス
タ
ミ
ナ
が
失
な
っ

て
き
た
の
か
、仕
事
の
手
を

と
め
て
近
隣
さ
ま
と
お
話
を

す
る
機
会
も
増
え
て
き
た
。

　

世
間
話
や
改
築
相
談
、工

【
泉
佐
野
支
部 

深
見
俊
彦
】

　

よ
う
や
く
つ
け
て
く
れ
た

純
白
の
花
。九
月
に
入
り
半

ば
諦
め
か
け
て
い
た
の
で
、

喜
び
も
ひ
と
し
お
。日
が
昇

る
前
に
花
が
開
き
、夕
暮
れ

に
閉
じ
る
。こ
れ
を
わ
ず
か

３
日
ほ
ど
繰
り
返
し
、ま
た

水
の
中
に
沈
み
花
を
落
と

す
。眠
る
蓮
の
名
が
府
に
落

ち
た
。

　

以
前
訪
れ
た
現
場
の
お
隣

睡
蓮

ん
な
今
井
町
に
交
流
も
含
め

参
加
し
ま
せ
ん
か
。是
非
申

込
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

日
時　

十
一
月
二
十
三
日

（
土
・
祝
）

　
　
　
　

※
バ
ス
で
の
移
動

集
合
場
所　

な
ん
ば

【
住
技
対
策
部
発
】

　

①
低
圧（
直
流
に
あ
っ
て

は
七
五
〇
ボ
ル
ト
以
下
、交

流
に
あ
っ
て
は
六
〇
〇
ボ
ル

ト
以
下
）の
充
電
電
路
の
敷

設
若
し
く
は
修
理
の
業
務
、

又
は
②
配
電
盤
室
、変
電
室

等
に
区
画
さ
れ
た
場
所
に
設

置
す
る
低
圧
の
電
路
の
う
ち
、

充
電
部
分
が
露
出
し
て
い
る

開
閉
器
の
操
作
の
業
務
に
就

く
場
合
は
当
教
育
を
受
講
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。当
作

業
に
就
く
方
は
是
非
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

集
合
時
間　

八
時
四
十
五
分

出
発　

九
時

解
散　

十
七
時
予
定

目
的
地　

　

奈
良
今
井
町
及
び
談
山
神

社
、橿
原
神
宮

参
加
資
格

　

組
合
員
と
そ
の
配
偶
者　

参
加
費

　

三
千
円(

昼
食
込
み)

申
込　

申
込
書
を
記
入
の
う

え
、所
属
支
部
を
通
じ
申
込

定
員　

二
五
名（
先
着
順
）

申
込
期
間　

九
月
十
日（
火
）
～

　

十
月
三
〇
日（
水
） 

　

七
十
歳
以
上
の
組
合
員
と

そ
の
配
偶
者
を
対
象
に
見
学

会
を
企
画
し
ま
し
た
。

日
時　

十
月
九
日（
水
）

集
合　

大
建
労
本
部
事
務
所

午
前
八
時
十
五
分

行
先　

兵
庫
県（
須
磨
シ
ー

ワ
ー
ル
ド
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

エ
コ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
見
学
）

参
加
資
格　

七
十
歳
以
上
の

組
合
員
と
そ
の
配
偶
者

参
加
費　

一
人
に
つ
き
三
千

円申
込　

所
属
支
部
を
通
じ
て

申
込

締
切
り　

定
員（
四
十
五
人
）

に
達
し
だ
い
受
付
終
了

※
九
月
五
日（
木
）時
点
で

申
込
人
数
二
十
五
人
で
す
の

で
、九
月
十
六
日
号
到
着
時

に
既
に
定
員
に
達
し
て
い
る

方
法

参
加
費　

無
料

定
員　

三
十
六
名（
先
着
順
）

持
物　

鉋（
持
っ
て
い
る
方
）

※
今
回
当
セ
ン
タ
ー
で
実
施

す
る
講
習
は
、一
時
間
の
実

技
講
習
と
な
り
ま
す
の
で
、

「
充
電
部
分
の
露
出
し
た
開

閉
器
の
操
作
の
業
務
」の
み

と
な
り
ま
す
。

受
講
想
定
者

・
第
二
種
電
気
工
事
士
等
を

取
得
し
、②
の
業
務
を
行
う

も
の

・
今
後
電
気
工
事
士
等
を
取

得
す
る
予
定
が
あ
り
、②
の

業
務
に
従
事
す
る
予
定
の
も

の※
注　

電
気
工
事
士
等
を
取

得
さ
れ
た
も
の
で
も
当
作
業

に
従
事
す
る
も
の
は
受
講
が

必
要
で
す
。

日
時　

十
二
月
八
日（
日
）

　
　
　

八
時
半
～
十
八
時
迄

会
場　

大
建
労
本
部

受
講
料　

組
合
員
八
千
円

　
　
　
　

組
合
外
一
万
円

申
込　

申
込
書
を
記
入
し
、

写
真
一
枚
を
添
え
て
、本
部

に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

定
員　

三
十
六
名（
先
着
順
）

申
込
期
間

　

九
月
十
日（
火
）
～

　

十
一
月
二
十
二
日（
金
）

※
十
一
月
二
十
二
日（
金
）時

点
で
十
九
名
以
下
の
場
合
は

中
止
。

講
習
時
間　

八
時
間

【
住
技
対
策
部
発
】

　

今
回
は
大
工
の
仕
事
に
関

わ
る
鉋
の
手
入
れ
、使
用
方

法
に
つ
い
て
解
説
を
し
ま
す
。

　

職
種
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

他
業
種
の
方
も
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。今
後
の
予
定

と
し
て
十
二
月
七
日(

土)

十
三
時
三
〇
分
か
ら
実
際
に

鉋
を
使
用
し
た
実
践
も
検
討

し
て
い
ま
す
。是
非
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

日
時　

十
一
月
八
日（
金
）

　
　
　

十
九
時
～

会
場　

大
建
労
本
部

内
容　

鉋
の
手
入
れ
、使
用

低
圧
電
気
取
扱
者

特
別
教
育
の
お
知
ら
せ

　
匠
塾（
説
明
会
）の
お
知
ら
せ

住
技
対
部
　
交
流
見
学
会

　
　
　
　
　
　（
奈
良
・
今
井
町
）の
お
知
ら
せ

悠
生
会
見
学
会


